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小 西   律  
Ritu Konishi  

はじめに 

 

乳児がよく遊ぶ玩具にツリースロープというものがある。早い子であれば 2 歳前くらいから遊ん

でいる。木製で右から左、左から右へと溝を設けている。スロープが付いており、穴の大きさに応

じて小さい玉やもう少し大きな玉を一番上にある穴に入れ、溝づたいに斜め下に落ちてゆくのを見て

遊ぶものである。基本は玉が斜めの溝を下ってゆくという単純なものであるが、中には途中、スムー

ズに玉が下りないようなしかけを設けているものもある。様々なしかけにより玉はそのままでは止

まってしまうため思考、工夫を要するものまで幅広い取り組みが可能となる玩具である。年齢が低

ければ低いほど、まずはじめ、指でつまんで玉を溝に入れる作業が難しい。指先というより手でつか

むため、１歳後半の乳児では比較的大きな中玉を使用し、２歳半ば以降になり小玉になる。また、指

先で細かな物をつまむ作業は物によりつまみやすいか否か差異が生じる。うまくいかないと溝から玉

が外に飛び出してしまう。この遊びを、はじめは保育者に見てもらいながら、また一緒に行って楽し

み、それから友達を加えた複数で楽しんでいる。一人の時の言葉はどうだろうか。保育者が「ころこ

ろ」と言わなければ、教えなければ、乳児の言葉は出ない。玉を追うだけである。玉が転がり落ちる

姿を見て楽しみ、喜び、うまく落ちてゆけば一番下段に数個の玉が行列を作る、それも喜びの対象

となる。保育者が「ころころだねえ」「ころころ落ちるね」等と言葉をくり返し発することで落ちて

ゆく様が転がることの「ころころ」であると認識し言葉の獲得につながるのである。乳児は自ら発す

る「ころころ」という言葉の響きを心地よく感じ捉えているのであろうか。遊ぶ姿は、目を見開きじ

っと玉を追っているが、表情は穏やかでどの子も笑顔である。 

「ころころ」は擬態語であり遊びの中で取り入れてゆくため比較的早く獲得する言葉と言える。前

稿『はじめてのおつかい』では擬態語についても幼児が理解しやすいようにどのように絵で描写をし
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ているかを考ᐹしたが、物語絵本であったため描写は具య的であり、擬態語もෆᐜ表⌧の一㒊でしか

なかった。 

本稿では擬態語の中でも乳児が比較的早くに獲得される玉が転がる様の擬態語である「ころころ」

を基本として、その大きさ、㔜さ等により変化してゆく様と形を『ころころころ』ඖỌᐃṇ作、『ま

るまる ころころ』得⏣அஂᩥ、⧊ⱱᜤ子絵、㎷ᮧ┈ᮁ、『ࡈろりんࡈろりん ころろろろ』㤶

ᒣ⨾子作、ᰠ本ᖾ㐀の 3 を㑅ᐃし「擬態語とこども」の第 1 ሗとして絵本より考ᐹする。                  

                    

本論  

 

以下の 3 の絵本を考ᐹの対象とする。 

  1㸬㢟目『ころころころ』ඖỌᐃ作   

  ࣭ห行年 1982 年 5 ᭶ 1 ᪥こどものとも年少∧ 2013 年 5 ᭶ 1 ᪥⚟㡢㤋の幼児絵本 61 ๅ 

  ࣭ෆᐜ 小さなⰍ玉が「ころころ」と転がる様子を描く。 

 

  2࣭㢟目『まるまるころころころ』得⏣அஂᩥ ⧊ⱱᜤ子絵 ㎷ᮧ┈ᮁ 

   ࣭ห行年 2014 年 3 ᭶ 25 ᪥ 13 ๅ 

   ࣭ෆᐜ 「ࡈろࡈろࡈろん」「ころころころん」等と中玉が様々なものに変形していく様子

を描く。 

 

  3࣭㢟目『ࡈろりん ࡈろん ころろろろ』㤶ᒣ⨾子作、ᰠ本ᖾ㐀絵 

   ࣭ห行年 2007 年 8 ᭶ 27 ๅ 

   ࣭ෆᐜ うさࡂさんが᳃のみんなのためにࢸーࣝࣈと᳔子を作る物語。 

 

 1.表⣬㸦㢟目㸧について 

  

  㢟目、ෆᐜに擬態語を࿊する絵本は数少ない。その中から「ころころ」に㛵㐃する絵本 3 を㑅ᐃ

した。 

 ඖỌ作は┤⥺上に㢟目をグしている。小ᆺ絵本の大きさに比すると大きなᩥᏐで「ころ ころ こ

ろ」と、「ころ」を 1 単としたものを「ころ」の後、㛫㝸をとって 3 個つないだもので♧している。

中ኸに小さな玉が 4 個ずつ描かれる。大きさは㒊ྠじであるが、୪び᪉が㐪う。┤⥺上に左ഃは 1
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個、1 個と㛫㝸をあけて 3 個が୪ぶ。右ഃは一番左の玉は 2 個目のみが玉の大きさ１個ศ上段に描か

れ、あとの玉は┤⥺上に描かれる。玉自యは左に 1 個、1 個㛫㝸をあけ 2 個目、3 個目と⥆き 1 個㛫

㝸をあけ᭱後の 4 個目を描く。Ⰽᙬは㉥、㟷、᱈、㯤、⣸、⥳、ࢪࣥࣞ࢜と様々なⰍྜで表⌧して

いる。 

  

 得⏣、⧊ⱱ、㎷ᮧ作は、「まるまるころころ」は㛫㝸をあけずにኴさがྠじᏐで᭩かれている。し

かし、㢟目のᏐは一様ではない。㯮Ⰽの「まるまる」の中にはⓑⰍのⅬ々を入れ、「ころころ」では

「こ」がᮒⰍで「ろ」は㯮Ⰽを㓄しయを大きなἼを描くようにゆったりとした᭤⥺上に㢟目をࡏ

ている。作者についてもྠ様に上からやや斜め下にゆったりとした᭤⥺を中ኸに描き 2 ྡの作者を

グしている。玉については大࣭中࣭小のྛ玉 5 個、半ศにษられた㟷の大玉の上にᮒⰍの中玉を㔜

ねṧりの 3個の玉は⥳Ⰽの中玉 1個、㯤Ⰽと᱈Ⰽの小玉 2個を㓄し、それࡒれ異るⰍྜを用いて表⣬

యが描かれている。 

  

㤶ᒣ、ᰠ本作については㢟目が 2 段❧になっている。はじめの行「ࡈろりん ࡈろん」は「ࡈろ

りん」が下からやや斜め上に、そして少し㛫㝸をとって「ࡈろん」は┤⥺上に᭩いている。「ࡈろり

ん」についてはそれࡒれのᩥᏐが㋀っているかのように右に左にྥいて᭩かれ「ん」を一番㧗い⨨

に⨨いている。「ころろろろ」は┤⥺上に上段よりやや小さ目のᩥᏐで中ኸよりやや右ഃにᐤࡏてグ

している。これまでの 2 はᢳ象的な玉が描かれていたが、この絵本はそれらとは異なり、人බ

であるうさࡂが目をしっかり開きど⥺は斜め前᪉ྥにྥけఱやら大きないᯈ≧の物をⲴ㌴にࡏ

ᘬいている様が具象的に描かれる。 

 

これらの表⣬がពとするものはఱか。ඹ㏻するのは擬態語であるが、その擬態語をどのように言

葉で絵で表⌧するか。玉が転がる、飛び㊴ねる、落ちる様子等を玉の୪び᪉、㧗低、Ἴうつ様等の

描写と言葉で➃的に表⌧しているのが見て取れる。擬態語の㢟目をもってきてはいるが物語絵本と

してのෆᐜをഛえている㤶ᒣ、ᰠ本作はうさࡂがᘬいているⲴ㌴にࡏられている大きなものをい

かに࣓ーࢪするかにより擬態語のពとするซそがศかろうというところである。しかし、この絵

本の年齢は前㏙ 2 の絵本より上の年齢を対象とし、3 歳後半からと考えた᪉がよい。 

  

2㸬「ころころ」の変ᐜについて 

  

 ඖỌ作は中表⣬に「いろだま ころころ」と小さくグされている。本᮶の㢟目である「ころ ころ こ

ろ」は右下㒊に表⣬より一段小さいᩥᏐでグしているが「いろだま ころころ」の 3 ಸの大きさの表
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グである。そして上㒊にはこの「いろだま ころころ」は一見すると㢟のように見えなくもないが

ᐇは、この㒊ศからෆᐜはጞまっていると考えてよい。細いᘪ形のཱྀを開けた物యの┤⥺上に 10 個

のいろだまが1個から3個くらいの㛫㝸を開け止している様が描かれる。物యの開いたཱྀからこれ

らのいろだまが転がり出て一ᐃ᪉ྥに㐍むのである。ḟのሙ㠃でどのようにືくのか。「 ころ ころ 

ころ」１㸧と 14 個になりᖹ㠃を㐺ᗘな㛫㝸をあけ 1 ሙ㠃半転がり、2 ሙ㠃の半ศを使って「かいだん

みち」と 7 段の㧗低差がある㝵段を㝵段の➃にやっと╔いたり、2 段目にⓏり 4 段等はḟの㝵の┤❧

した途上にᒃたりと 8 個がᠱによじⓏろうとしている様はまさに「かいだん」の「みち」なのであ

る。「ころ ころ ころ  ころ ころ ころ」3、4 ሙ㠃㒊を使用した段差の低い㝵段に 25 個と

なりやっと㝵段を上ったいろだまは、「ころころころ」と下ってゆく。ḟのሙ㠃「あかい みち」「こ

ろ ころ ころ」では㉥Ⰽのみを㓄Ⰽしኤ↝けⰍ一Ⰽにᰁまったいろだまがᖹ➃な㐨をころころと転が

りながら㐍む。それまではࢡࢵࣂと㐨、㝵段とのⰍᙬはศけられていたがこのሙ㠃では、すてが

┿っ㉥にᰁまり、ᮒⰍの⃰ῐがを༨めのⰍᙬはなくなっている。このようにいろだまは、この

あとも「ころ ころ ころ」とゆるやかに┒り上がったୣを、でこࡰこ㐨を㐍み、さかみちをⓏりきり、

一Ẽに┤❧したᾭから落ちる。それでも「ころ ころ ころ」と転がりながら㐍み、その後も「あらし

の みち」も㧗い「やまみち」も㞼の上も「すりだい」も「ころ ころ ころ」と㐍んでゆき中表⣬

と対のཱྀを開けた物యに「しࡹうてん」とおさまる。ཱྀのዟに行くほどいろだまがくっついている

様からはやっとືきが止まり、ここが止ሙᡤの「しࡹうてん」であることがศる。㐍む時はᚲず

て「ころころ」と「ころ ころ ころ」である。それ以外の擬態語はグされない。小さないろだまだ

であるから、「ころ ころ ころ 」なのであり「ࡈろࡈろ」ではない、「ころ ころ ころ」を℧は

２㸧と言い、「ྠじころころころという言葉でも、ሙ㠃によって「とつの物語のようになっているࡦ」

子どもたちがその言葉からཷけ取る࣓ࢭࢵーࢪはそれࡒれに㐪う」㸱㸧とも指する。 

絵本はㄞみ⪺かࡏのᢡ、一ᗘ手にᣢつとཎ๎ືかすはしない。ሙ㠃がゆれるとᢡゅの絵が見づ

らいからである。しかし、この絵本はゆっくりと左右に、上下に、斜めに、また落ちるሙ㠃はさっ

と⣲早く下すことによりいろだまが様々にືいているように࣓ーࢪ化され、そのືく様が「ころこ

ろ」と捉えられるという思㆟なຊを⛎めている。 

  

ḟに得⏣ᩥ ⧊ⱱ絵はどうであろうか。 

 中表⣬は表⣬の㢟目をそのままもって᮶ているがⰍᙬに変化を付けている。㟷、㯤、⥳のに㯤

⥳、うす᱈、うす⣸を加え表⣬より少しࢺーࣥを落としたものになっている。1.2 ሙ㠃は 1 ሙ㠃に

「きいろいまる しろいまる ちࡷいろいまる / ࡈろࡈろ ࡈろん」㸲㸧と 2 行にわたって言葉がグ

される。3 Ⰽの大きな玉はྠじ大きさであり、単に玉のみが描かれるだけではなく「ࡈろࡈろ ࡈろ

んと」と大きくᅇ転する≧態がศかるように玉の࿘ᅖにἢわࡏ㛗࣭短の中ኸをややࡩっくらとさࡏた

⌫形≧の短い⥺を付けている。「あれあれ おだんࡈに なったよ」3 ሙ㠃が言葉を 4 ሙ㠃で୵にさし
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た 3 Ⰽᅋ子を描く。転がって出᮶たものを具య物のだんࡈで♧しているのである。「むらさきのまる 

むらさきのまる / ころころ ころん」5、6 ሙ㠃である。5 ሙ㠃に 2 行の言葉と㉥⣸、㟷⣸、⣸Ⰽの

中、小の玉をᩓらࡏ、それを 6 ሙ㠃に⥆かࡏている。「あれあれ ぶどうに なったよ」 7 ሙ㠃が

言葉、8ሙ㠃で⣸Ⰽのい玉が集まったぶどうを描いている。大きさの㐪うⰍ玉を組みྜわࡏるとఱ

になるのだろうと考え、思わࡏ、ఱかなఱかなとの期ᚅ感、このࢱࣃーࣥは᭱後まで⥆く。ᩥ❶は 1

行と 2 行❧てになったものとにศけている。擬態語も変形するものによりそれࡒれ「みどり」と「く

ろ」で「 にࡹっくにࡹっく にࡹっくん」で 「 あおむし 」に、「あか」と「くろ」、「ちࡻこ

ちࡻこ ちࡻこん 」で「てんとうむし」に、「くろ」と「しろ」、「 ずっしずっしずしん 」で「 ࡥ

んだ 」に、「いろんないろ」とఱⰍものⰍを㓄⨨し「 ࡦらࡦら ࡦらーり 」で「 ちࡻうちࡻ 」に

と変㌟さࡏている。「ࡦら ࡦら ࡦら」と「ちࡻうちࡻ」になった玉は大小の玉が㔜ねྜわさったࡦ

まわりの上を飛んでゆく。ここまでが擬態語で表⌧され᭱後のሙ㠃は言葉はなく⣸Ⰽのᅄゅの中に

㯤Ⰽのを描いて⤊わる。㢟の玉である。「まるまる」と「ころころ」をそのまま使用するのでは

なく、これらの言葉の組みྜわࡏから様々な擬態語をᘬき出し、その変化する様をⰍྜの異なる大

小の⌫形を㔜ねྜわࡏ具య物を♧すことにより࣓ーࢪ化さࡏ言葉理解、獲得につないでいる。 

  

᭱後に㤶ᒣ作 ᰠ本絵 ではどのように❧てているのか。 

中表⣬は表表⣬とྠじように 2 段で表♧され、Ⲵ㌴で物を㐠んでいたうさࡂは、Ⲵ㌴を作ってい

る姿で描れる。ここからは、㢟目と絵がまだ⤖びついてこない。1ሙ㠃ではうさࡂがఱを作っている

のかがグされるだけで擬態語の表⌧はくない。2 ሙ㠃目になり「みんなでつかう ࢸーࣝࣈ」㸳)、大

きな大きないࢸーࣝࣈをⲴ㌴にࡏ、㊊をࡩんばって㔝ཎをⓏってゆくうさࡂの絵を描く。目を

大きく開き、一Ⅼにど⥺をᐃめきりっとした表情であるがけわしく、ཝしいものではない。యから

⁻ってくるのは人බうさࡂのもつ穏やかでゆったりとしたඃしさである。「 うん、 とこ、ࡈろ

りん ࡈろりん ࡈろりん 」とうさࡂがᘬくくⲴ㌴の㡢である。ḟにྠじሙ㠃での言葉は「 ࡈろ

ん ࡈろん ࡈろん ࡈろん 」と変えられている。「ࡈろりん」と「ࡈろん」との㐪いはḟのሙ㠃

でⲴ物をᘬく㔜さにあったことがศかる。うさࡂ自㌟もⲴ㌴がこれまでとは㐪い㍍くなったとẼ付

く㌴㍯に㔜くかかる㡢である。先の表⌧は㌴㍯の㔜い㡢を表⌧していたのである。「おࡦるねをして

目をさましていたろばさんが」「目をさましてだまって」Ⲵ㌴をᢲしている様子が描かれ、うさࡂだ

けでうんとこしࡻ、うんとこしࡻとⲴ㌴をᘬくのではなく、ろばのຓけがあるとศるようになってい

る。 

 このようにしてきつねが、くまが、りすのᘵがという様にḟ々とື物が加わり、だまってⲴ㌴

をᢲしてゆくのであるが、ື物が加わったศだけⲴ㌴は㍍くなる。それを、「 ころん ころん ころ

ん ころん 」「 ころ ころ ころ ころ ころ ころ 」「 ころろろろ ころろろろ ころろろろ ころろろ

ろ」とᚎ々に㍍ᛌな擬態語へと変化をさࡏている。᳃のື物達がみんなで㐠んだࢸーࣝࣈは小㧗いୣ
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の㡬上にᤣえられ、その後は擬態語の表⌧はない。擬態語はⲴ㌴を㐠ぶ時だけである。い大きなࢸ

ーࣝࣈにື物のみんなが喜んで手をつき、「えをかこう。͐ほんをよもう。͐おちࡷをのもう。͐た

のしいおしࡷりをしよう。」と思い思いのẼᣢちを言葉に出した時にはすでにうさࡂの姿はない。

はኪ中あかりࡂを⨨いただけではᡂではないとẼ付くのである。ᛴいでᐙにᖐったうさࣝࣈーࢸ

をつけື物の大きさにྜわࡏたみんなのศの᳔子をไ作する。 

子をไ作する時の擬態語はグされない。擬態語で表⌧されるのはⲴ㌴の㌴㍯の㡢の᳔、ࣝࣈーࢸ 

みである。「 ࡈろりん 」から「 ころろろろ 」とまで変化さࡏているのは心地よい言葉の響きとリ

ズム感に㔜きが⨨かれているからと捉えられる。「 ころろろろ 」と響く㡢はᐇ㝿の㌴㍯の㡢とは฿

ᗏ考えられない。᳃のື物達が㔜いⲴ物をいの心を一つにしてຊをྜわࡏ笑顔で㐠んだẼᣢちを

㍍ᛌな㡢の描写にし、࣓ーࢪさࡏていると言える。 

 

おわりに 

 
 3 の絵本に♧された擬態語であるが᪥ᖖ的に使用され理解しやすいື作が⥅⥆する「 ころ こ

ろ 」「 ࡈろん ࡈろん 」「 ころん ころん 」「 ࡦら ࡦら 」から少しずつ㐍み止する

「 ちࡻこ ちࡻこ ちࡻこん 」、⪥なれない「 にࡹっく にࡹっく にࡹっくん 」「 ࡦら

ーり 」「 ࡈろりん 」「 ころろろろ 」までከ様な擬態語を見ることができる。 

「 ころ ころ 」と転がる小さな玉を基本に、中玉から大玉へと大きさを変えそれにకい擬態語

も変化する。また変化した擬態語にࡩさわしい具య物を♧すことにより擬態語の࣓ーࢪがたやす

く行われ、言葉の獲得につながるようにしていると言えよう。 

えば生άの中でも᪥ᖖ的に使用されており難解でない「 ࡦら ࡦら 」に「 ࡦらり 」では

なく「 ࡦらーり 」と⪥័れない┿᪂しい擬㡢語を加えている。「ちࡻうちࡻ」とすࡄさま࣓ー

と「らーりࡦ」るのではなくሙ㠃をࡏて⤊わらࡏるのではなくఱかな、ఱなんだろうと思わࡏ化さࢪ

一変さࡏるຠᯝが見である。さっと変㌟さࡏ、その後は「ࡦら ࡦら ࡦら ࡦら ࡦら ࡦら」

とࡦまわりの上を⯙う、ちࡻうちࡻの姿を描きたやすく࣓ーࢪできるように表⌧している。 

また、このようなものもある。⥳と㯮で「にࡹっく にࡹっく にࡹっくん」とグされるあおむし

の擬態語である。これは大人でも難しく乳児は言葉の響きのみを⫈ぬで捉えるのみで⤊わってしま

うのではなかろうか。少しఝ㏻った擬態語で「くね くね」はあるものの「にࡹっくん」とはく異

なる。しかし乳児達はこの言葉で「きࡷっ きࡷっ」と笑いኌを❧てる。擬態語のもつᴫᛕをうち◚

った作者がり出した᪂しい擬態語の表⌧である。ての物యに擬態語があるヂではないが「ࡦらー

り」とⷧ物を⩻すような語ᙡを「ちࡻうちࡻ」で表⌧しているところ等にもそれは表⌧されていると

言えよう。 
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2 歳の乳児、3 歳の幼児に「ちࡻうちࡻうはどうやって飛んでる」とᑜねると୧手を大きく広ࡦ」ࡆ

ら ࡦら」ではなく「ࡥた ࡥた ࡥた ࡥた」との⟅えがከく返ってきた。「じࡷあ㫽さんは」と

ᗘᑜねると「ࡥた ࡥた ࡥた ࡥた」とྠじ⟅えを返して᮶た。「ࡦら ࡦら」、「ࡥた ࡥた」

ྠじように理解し獲得している様が見て取れる。ツリースロープで 1࣭2 歳児と遊び言葉の出᪉をほ

ᐹすると喜んでよく遊び、玉の取りྜいになることにもཬんだが言葉の「ころころ」はく出て᮶な

かった。「ころころって転がってるよ」とヰしかければ「ころころ」と発する乳児もいたが一㒊であ

った。 

遊びの中から獲得される語ᙡは具య的なものであるがᨾに理解するෆᐜに㛫㐪いは少ないと言え

る。ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣥࣙࢩとしてᚲ要ᛶをᣢって使用される語ᙡとは㐪い、どうしても使用しなけれ

ばពが㏻じない等という㢖ᗘからみるとᚲ↛ᛶは低い。そのあたりが獲得に大きく㛵していると

考えられる。 

擬態語は、擬態語のみを表⌧する絵本では、その言葉のᴫᛕを理解しやすい絵もΰえて表⌧して

いるが、物語絵本になればそればかりとは言いษれない。なࡐか。感情、心情的な要⣲が入り㎸んで

᮶るからである。基本となる擬態語に心情を入れリズム感、㍍ᛌにんだ㡢でᐇ㝿の㡢、擬態語とは

く異なる表⌧さえも行うことが出᮶、それでいながら㐪感がないୡ⏺をり出すことさえ可能

にしてしまうからと言えるからである。 

本稿では 1 語の擬態語の変化を考ᐹしたが、ḟ稿では乳幼児の᪥ᖖの言語に㛵する擬態語を絵本

からもとり上ࡆ言葉獲得の様┦を考✲したいと考える。 
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